
令和 8（2026）年度 群馬大学工業会  

神奈川県川崎支部総会 開催報告 

神奈川県川崎支部総会を、7月 25日（土）、新百合ヶ丘にて開催しました。梅雨

明け後の猛暑日で、水分補給が必須でした。例年どおり、午前及び昼開催。参加者は、

講師及び御来賓を含め全 9名。 

 
講演会は、「小川宗一」氏（60C）による「石油業界について」。昨今、イラン vs 米・イ

スラエル紛争により、ホルムズ海峡封鎖によって石油タンカーの航行支障で我国にも影響を

与えたことから、一同、熱心に拝聴しました。日本は輸入量が 99.7%、1BBL(バレル)＝

159 リットル(樽)、石油埋蔵量は今後約 50年以上、一次エネルギーとして 30%を占め

依然として一位など、多岐に亘り非常に分かり易く講演頂き、現状を良く理解できました。 

大半が懇親会場を勘違いして若干遅刻したものの、暑気払いに絶好の冷えたビールやソ

フトドリンク等を飲みながら、全員が自己紹介&近況報告し、今後の川崎支部の維持継続

に向けても、有意義な時間を共有できました。1BBL(バレル)は、ビール大瓶で何本になる

か等も話題になった次第です。 

今秋の合同見学会(10/3 土)での再会を約して、散会となりました。 

＜参加者＞ 

前列：倉林(44C)､原(51S)､小川(60C)､横山(49E) 

後列：香山(58C 修)､飯島(46S)、野口(55J)、石﨑(53M)､狩野(54K) （原記） 


